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「良いプレゼンテーション」
よりも「素晴らしいプレゼン
テーション」を目指しましょう！

Dr. Greg Story
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TOKYO JAPAN

私とデール・カーネギーとのご縁はプレゼン

研修を前職在職中に強制的に受けさせら

れたことに始まります。忙しかったので、はじ

めはその研修を受ける予定に入れていな

かったのですが、人事から「必ず受けてくだ

さい！」と言われ、受けたその研修がまさに

私の人生を変えました。そして、その研修

の中で「プレゼンテーションも実は人間関係

なのです」と聞いて目から鱗だったことを思

い出します。

皆様にとって、心が動かされたスピーチや

プレゼンテーションとはどのようなものでしょ

うか。

内容は素晴らしい、話し慣れている感じが

して、スムーズ！なとても「良い」プレゼン

テーション。でも、数日、もっと言うとその場

を離れるとすぐに他の事で記憶が上塗りさ

れてしまうようなお話を聴く機会は意外と多

いのではないでしょうか。それと比較して、

何年たっても、本当に心を動かされたな

あ。と熱い想いがこみあげてくるように思い

だす事ができるスピーチやプレゼンテーショ

ンは、もしかすると論理的でもなく、話し慣

れている感じでもないかもしれません。でも

その方のメッセージがすとんと入ってきて、

いつまでも自分の中で生きている・・・。最

高のプレゼンテーションとはこのようなプレゼ

ンテーションなのかもしれません。

良いプレゼンテーションと最高のプレゼン

テーションの違い。

それは聴き手とのエンゲージメントが鍵を

握っているのだと思います。

即ち、プレゼンテーションも人間関係が大

切なのです。

プレゼンテーションで説得力を強めるための

テクニックはトレーニングやコーチングで身に

付けることが可能です。弊社のトレーニングで

も、説得力を高める６つのポイント！をご紹介

しておりますが、そのポイントに気を配ると、す

ぐに自信があるように見え、説得力が増し、会

場の熱量が上がります。求心力が上がると聴

き手を巻き込み、会場に一体感が生まれるの

です。

プレゼンテーションは一方的に話すので、「自

分がいかに良い内容をうまく話せるか」に集中

しがちですが、実際は聴き手との双方向のコ

ミュニケーションをすることがとても大切なので

す。例えば、その中の一つにアイコンタクトがあ

ります。原稿に集中せずに、聴き手を見て、聴

き手の表情と呼応するように話していくことが

とても大切です。聴き手との対話を楽しむよう

な感覚で話をするという事が必要です。そし

て、実際に会場にいる何人かの方と目を合わ

せながら話をすることで、会場全体との繋がり

も生まれるのです。誰かと目を合わせながら

話す方が、話し手自身も安心しながら話す事

ができます。それなのに、緊張するとつい目が

宙を泳いでしまう・・・。6秒も同じ方を見つめる

とは、なんて長いのでしょう！！？と最初は思

いました。実際に6秒数えてみましょう。皆様も

1点を見て数えてみてください。「１,２,３,４,５,６」

これだけの時間じっと同じ方を見つめるので

す。でも、ご安心ください！見られている側は

そんなに長く感じていないどころか、じっと見て

話してもらう事で、個人的な繋がりを持ちたい

という気持ちや重要感を感じてもらえているの

です。つまり、抵抗を感じていないどころか見

てもらえることは嬉しいと感じているのです！6

秒ごとに機械的に目線を動かすというよりは、

一文が終わるごとに目線をゆっくりと次の方に

移動させるとより自然だと思います。
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半面、実際に聴き手の方に顔を向けて

いても、誰とも目を合わせていないと、

誰ともつながれていない感じが会場全

体に伝わるのです。エンゲージしている

空気感は、動画に取った際もしっかりと

映像に映ります。Youtubeなどの動画を

取る際も敢えて観客を会場にお招きし

て、その方々に向けて話すというスタイ

ルの方もいらっしゃいます。実際には観

客の方は動画には映っていないのです

が、動画を拝見すると何とも言えない一

体感が伝わってきます。

さて、アイコンタクト以外にもその他いくつ

かある、テクニカルな事をマスターしたう

えで、心に残るプレゼンターとして欠か

せない事についてお伝えしてまいりたい

と思います。それは、感情レベルで聴き

手と繋がることなのです。聴き手の私た

ちを感動させることができるスピーチが

できるプレゼンターになるための要素

は、私たちは既に備わっているのです！

その要素とは「３つのE」と呼ばれている

ものです。

「３つのE」についてお話してまいりましょ

う。

これはビジネス・コミュニケーションの基

礎とも言われています。

一つ目のEは「Earn the Right」のＥで

す。

自分で学習・経験したことを通じてその

話をする資格を会得している

二つ目のEはExcitedのEです。

自分でもその内容にワクワクしている

三つ目のEはEagerのＥです。

聞き手に自分のアイディアや感情を伝

えることに熱心である

本当に伝えたい気持ちで、聴いて聴い

うとしないでください。」「自分でいることを

恐れない。自分らしくいる事！が大切で

す。」

「他者を真似ない」はデール・カーネ

ギーのストレスマネジメントの原則でもあ

ります。デールが言う「自分らしくいなさ

い！他人を真似するな！」これは、音

楽、執筆、プレゼンテーションのみなら

ず、リーダーシップや自信をつけるうえで

今にも通用する助言です。自分自身が

オリジナルなのです。それを喜びましょ

う。未だかつて、自分と同じような人間

はいませんでしたし、今後も一切登場す

ることはありません。ですから自分の個

性を最大限に生かしましょう。自分の発

する言葉は自身の一部分であり、身体

の一部分なのです。自分の経験、信

念、性格、生き方から生まれるのです。

そう、最高のプレゼンテーションとは、

「自分らしくいる事で聴き手と感情的に

つながったプレゼンテーション」なので

す！

て！！！と熱心に話す人の話を、聴き

手として右から左に聞き流すことはとても

難しいのです。

一緒にその場に自分もいたかのような追

体験をさせてくれるような気持ちになっ

たプレゼンテーションは忘れる事はでき

ないでしょう。

つまり、自分の言葉で自分の経験やス

トーリーまたは信じる話を興奮して伝え

る！そうすることで、背筋は伸び、ジェス

チャーも加わり、聴き手の目を見て伝え

ているのではないでしょうか。つまりテク

ニカルな説得力を高めるポイントを自然

に網羅してしまっているのです。

熱心に伝えたい話を心からするときに、

私たちは姿勢を丸めて目線を落とし、口

角を下げて伝える事が出来ますか？私

にはそんな器用な事はできません。

私は、本当にその方にしか語れない事

を自分の言葉で熱心に伝えることこそが

聴き手と感情レベルでつながり、感動を

与えるプレゼンターになる大切な要素だ

と信じます。むしろそれがあれば、他の

テクニカルな部分は知らなくても自然に

クリアできるのではないでしょうか。

全ては話し手の中にある。自分にしかで

きない話しをしましょう。華美な言葉で自

分を飾らず、溢れる想いを乗せてメッ

セージを伝えるプレゼンテーションに勝る

プレゼンテーションはないのです。

皆様も、ビジネスプロフェッショナルとし

て、または一人間として、エンゲージでき

るプレゼンター、感動を与えるプレゼン

ターになれます。そのためには自分らし

さを最大限に発揮した話し方をしましょ

う。

デール自身も自分にこう言い聞かせた

そうです。「欠点や弱点も全て含んだ

デール・カーネギーになれ。別人にはな

れないのだ」

そしてこう言っています。「他人を真似よ
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